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1. はじめに

全国の火山では、山体崩壊といった大規模崩壊による災害の発生が懸念されている。

これは、岩質の異なる火山噴出物（溶岩や脆弱な火砕岩）が山体斜面に沿って何層にも

重なっているという、火山山体特有の地質条件に起因したものである。現在の焼岳火山

では、過去に大規模な山体崩壊は発生していないものの、旧期焼岳火山群を含む周辺の

火山山体斜面は荒廃が進んでいる。特に今回調査対象とする大棚は、餌掛谷と岩坪谷が

深い谷を形成し、その谷壁斜面は崩壊が多発して大量の土砂が平湯川へ流出している。 

本業務では、上記のような土砂崩壊の発生メカニズムを、過年度実施の物理探査結果

と合わせ、現地踏査や露頭観察、ボーリング調査によって考察し、将来の大規模土砂災

害発生に備えた火山砂防計画立案の基礎資料とするものである。 

ここでは、現地踏査およびボーリング調査に関する安全対策について報告する。 

図 1.1 餌掛谷の大規模崩壊地 
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2.  調査概要 

調査の内容は次のとおりである。 

① 現地踏査 

② ボーリング調査（1 か所） 

③ 電気検層（1 か所） 

 

3.  安全作業上の課題 

当地区で現場作業を行うにあたり、以下のような本現場特有の安全上の課題があった。 

 調査対象斜面が平均斜度 45°の急斜面であり、踏査や観測時の滑落、落石事故

が懸念される。 

 山奥であるため、熊との遭遇事故。 

 ボーリング予定掘進長が最大で 100m であり、長期におよぶ現場作業となるとと

もに、冬季の凍結・積雪による作業ロス等の懸念。 

 焼岳火山の火口 2km 圏内での作業となるため、異常気象時等の作業中止基準の

ほか、噴火警戒レベルも念頭に置いた作業基準の設定。 

 

4.  安全対策 

4.1.  現地踏査 

踏査では、作業効率向上に加え、万

が一の事故発生時の対応を考慮し、単

独行動を行わず必ず複数人で行動する

こととした。調査地は急斜面に浮石や

転石が多数散在しており、急斜面を踏

査する際は落石に十分注意し、上下作

業にならないようにした。また、熊と

の遭遇をできるだけ避けるために、携

帯ラジオや鈴を携行した。夏～秋にか

けてはハチが活発に活動するため、万

が一に備えて殺虫剤やポイズンリムー

バー、塗薬を携行した。これらの危険

やその対応については、作業開始時に

ＫＹ活動を行ってメンバーで確認する

とともに、お互いの服装や装備を確認

し合った。 

 

 

 

図 4.1 踏査時の安全対策用品 

図 4.2 急斜面での作業状況 



4.2.  ボーリング調査 

ボーリング作業場所は、資材運搬路脇であり、搬入搬出作業は大きな問題はなく容易

に行えた。また足場も平坦地であり、必要な機材仮設も安全上の問題は特になかった。 

10 月 6 日は台風 23 号が接近する可能性があったため、飛散養生を行った。幸い台風

通過後の現場には異常がなく、作業を続行できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3 飛散養生対策 

 

なお、ボーリング調査地点の標高は 1600m ほどあり、冬季の凍結や積雪による作業ロ

スが懸念された。作業中、削孔水の凍結がみられたものの、早めの凍結対策による効率

的な現場作業の遂行により、本格的な積雪が始まる前に現場作業が完了した。なお、凍

結対策としては、作業完了後の給水ホースの確実な水抜きと、作業場での削孔水のスト

ックが有効であった。 

 

4.3.  安全作業マニュアル 

現場が山奥にあること、焼岳火口から 2kn 圏内にあることなどを考慮し、事前に異常

気象時の対応や、焼岳火山の活動に対する行動基準を定めた安全作業マニュアルを作成

した。 

作業期間中は作業中止となるような大雨や、火山活動はなかったものの、雨が続いた



時などは頻繁に気象情報を入手し、現場の天候を確認しながら作業を行い、安全に作業

を完了させることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


